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ollaboration in Innovation and Educational Practice
加えて、地域を歩いて音を録音し、編曲した音楽も
演奏してくれました。音楽という媒体を通じて、地
域の素材が生かされていくきっかけになったのでは
ないでしょうか。
Ｑ８．〈虹色万華鏡？〉を作�コーナー�はどのよう
なものでしょう�。
Ａ８．紙コップに特別なフィルムを貼り、反対側に黒
い画用紙を貼って穴を空けると、虹色の世界が現れ
ます。穴の開け方
で光の見え方も異
なってくるので、
子どもたちは楽し
そうでした。また、
ストローと紙コッ
プを使って音が奏
でられる〈ストロ
ンボーン〉の工作
もありました。こ
の企画は、大阪府立千里高校の非常勤講師をされて
いる江角陸先生のご協力により実現しました。
Ｑ９．料理の企画があった�聞きましたが、どのよう
なこ�をされたのでしょう�。
Ａ９．はい。「味覚と他の感覚を重ねあわす—もうひ
とつの生涯学習」ということで、銀閣寺近くの創作
和食料理店sun-aidEisukeの店主、阿山哲生さんの
ご協力のもとに６月に実現しました。旬の味を生か
した料理を味わおうということで、料理の実習から
講義までが行われました。「食」には、作る過程も
含めて、味覚だけでなく、音、匂い、触る、見るな
ど様々な感覚が重ねあわされていることに改めて気
づかされました。また、阿山さんは地域から発信で
きるものを、という思いから、当地の特産であるお
茶と猪肉を組み合わせて「猪肉のお茶の葉燻製」と
いう料理も創ってくださいました。今年の農業体験
の収穫祭にも、大根やさつまいもなど収穫した野菜
を使った料理作りに一緒に関わってくれました。
Ｑ10．農�体験�ついて教えてください。
Ａ10．「昔子どもだったおとなと今の子どもと未来の
子どものための農業体験」と銘うった農業体験は、
昨年に引き続き２年目となりました。この取組みは、
農作物（そして、いのち）が育っていく驚きといの
ちを育てる労働の喜びを、子どもたちに知ってもら
い、この経験を次世代の子どもたちに伝えてほしい
という願いから発したものです。間引き作業など、
皆で関わりながら育てた野菜を、収穫祭では料理を
して一緒に食事をするという時間は、なんともいえ
ない喜びがあります。南山城村の秋の祭典では、野
殿童仙房生涯学習推進委員会として地域の人と一緒
に出店しました。今年はあまり立派な大根が育たな
かったという失敗もありましたが、それもまた逆に
私たちに多くの話題とコミュニケーションをもたら
してくれました。
Ｑ 11．工学部は、どのような目的で童仙房�行った
のでしょう�。
Ａ11．９月に「��大学材料工学スクール夏季合宿」
が行なわれました。「材料工学スクール」は、２年
ほど前から、社会における材料を学生にも目に見え
る形で伝えるために、専攻全体で参加企業を募り、
松原英一郎教授を中心として、冬期フォーラムやリ
レー講義などに取り組まれているものです。その夏
季合宿の場所として、童仙房が選ばれたのです。テ
クノロジーとは遠く離れたこの童仙房に、��大学
工学研究科材料工学の教員、院生21名と、関連する
企業十数社の若手研究員13名が集い、寝起きを共に
し、これからのテクノロジーについて考えてみよう
というおもしろい企画です。企業からのプレゼン
テーションや参加者の自己紹介が続いた後も、夜遅
くまで、懇談が続きました。この企画には、教育学
研究科の教員、院
生、地域住民の方
も参加しました。
異質な出会い・交
流が生まれ、テク
ノロジーと地域に
ついて語るよい機
会になりました。
Ｑ 1�．このよう�してみ��、色々な分野の方��
の関わりが生まれてい�ようですね。
Ａ12．はい。この活動に関心を持ってくださる方が地
域内外、大学内でも少しずつ増えてきていることは
大変うれしいことです。色々な人の体験や知恵が生
かされていく、それがこの空間を創っていく楽し
さ・醍醐味でもあると思います。様々な関わりやコ
ミュニケーションが生まれていく中で、野殿・童仙
房という空間自体も育ちつつあるといえるのではな
いでしょうか。
Ｑ13．今後の活動予定はどのようなものでしょう�。
Ａ13．３月の初めに、地域住民の方と教育学研究科の
教員・院生とが一緒にこれまでの活動を振り返り、
今後の活動について考える機会をもちます。地域の
方から院生の声を聴きたいというご意見もいただい
ています。当活動では、野殿・童仙房地域と大学と
が少し離れていることもあり、対面での話し合いの
他に、メーリングリストを使って活動の企画相談や
議論も行っています。すでに2000通近くになってい
ます。昨年度、「フィールドを立ち上げる」という
ことでスタートしたこの取り組みですが、３年目を
迎える来年度は、また新たな展開が生み出されれば
と思います。
（文責：前平　泰志）
